
会報

145第 号
平成31年4月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

資料提供：大沼建設（株）森町太田川河川工事（木工枕床）

撮影時期ははっきりしませんが、昔の河川工事（木工枕床）の写真です。
施工場所は森町地内の太田川です。

※木工枕床
木工枕床は、杉や松の丸太を枠に組んで、中に石を詰めるもので、水流に対する強さに優れて

いることから、中流域において根固工や水制工として使用されてきました。
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特集 ～ 平成のあゆみ ～ 
未来を向き、振り返る。

2

平成９年　かささぎ大橋開通（県道浜松袋井線）

平成５年　袋井バイパス全線開通（国道1号）

平成8年　掛川市役所本庁舎完成（掛川市）

平成10年　エコパスタジアム起工（小笠山総合運動公園）

2019年5月に新元号となります。
約30年間続いた平成の時代が終わり、新たな時代が始

まります。
今号から3回に分け、平成の時代に袋井建設業協会管内
で造られた公共建造物を年表と共に振り返っていきたいと
思います。

小笠山総合運動公園はスポーツ施設群を有する都市公園。
面積は約270ha、総工費約800億円、平成13年（2001年）に供用開始された。
平成14年（2002年）には2002FIFAワールドカップの準々決勝を含む3試合が開催され、本年（2019年）には
ラグビーワールドカップ2019日本大会の3試合が行われる予定。

天竜川に架かる浜北大橋、天竜川橋、新天竜川橋に渋滞緩和の為に建設された。
浜松市笠井地区と磐田市匂坂に架かる橋ということで両地名から「かささぎ大橋」と名付けられた。

掛川市領家（沢田IC）から磐田市岩井（三ヶ野IC）間、総延長9.1㎞を暫定2車線で開通した。
総延長の半分以上が高架であり、国本～堀越間で90を超える橋脚により支えられている。
現在は地震に備え、耐震補強工事が行われている。

平成元年（1989） 遠州大橋開通（国道150号バイパス）

平成３年（1991） 豊田町駅新設開業（JR東海道線）

平成５年（1993） 掛川IC開通（東名高速道路）

 袋井バイパス全線開通（国道1号）

平成６年（1994） 掛川城天守再建（掛川市）

平成８年（1996） 掛川市役所本庁舎完成（掛川市）

平成９年（1997） かささぎ大橋開通（県道浜松袋井線）

平成10年（1998） エコパスタジアム起工（小笠山総合運動公園）

平成年表（元年～10年）

　現在の袋井バイパス（堀越IC）（平成31年2月撮影） 現在の袋井バイパス(国本付近)(平成31年2月撮影)

建設中のエコパスタジアム内 現在のエコパスタジアム

運動公園内道路工事中 駐車場舗装工事中

　施工中のかささぎ大橋（A1橋台）完成前の橋名は笠井大橋であった。 現在のかささぎ大橋（平成31年2月撮影）

　現在の掛川市役所本庁舎（平成31年2月撮影）

市役所本庁舎は、平成8年に庁舎の移転に伴い建設され
ました。地上6階・地下1階建ての庁舎は、壁面一面のガラス
張りとドーム状の議場が外観の大きな特徴です。また内部
は掛川の風景を象徴する茶畑をモチーフとした階段状のデ
ザインを取り入れており、5階までの吹き抜けの構造はガラ
ス張りの壁面と相まって非常に開放的な親しみやすい空間
を提供しています。　　　　　　　　　　 

引用：掛川市HP

平成元年(1989) 1月  平成に改元
 4月 消費税開始(3%)
 11月 ベルリンの壁が壊される
平成2年(1990) 2月  株価の暴落始まる
 10月 東西ドイツ統一
平成3年(1991) 1月  湾岸戦争勃発(～2月) 90億ドル支援
 12月 ソ連崩壊　バブル経済崩壊

平成5年(1993) 5月  Jリーグ開幕
平成7年(1995) 1月  阪神淡路大震災(M7.3)発生
 3月 地下鉄サリン事件
平成9年(1997) 4月  消費税が5%となる
平成10年(1998) 2月  長野オリンピック開催

世の中の主な出来事

袋井建設業協会管内の主な工事

平成６年 掛川城天守再建（掛川市）平成６年 掛川城天守再建（掛川市）



建設
ステーション
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世界の宝である富士山を後世に守り伝えるための拠点として静岡県が整備を進めてきた「静岡県富士山
世界遺産センター」が完成し、平成２９年１２月にオープンしました。富士山を「深く究める」調査研究を行い、
その成果を基に、富士山を「永く守る」「楽しく伝える」「広く交わる」をコンセプトに事業を幅広く展開していく。
施設は、「逆さ富士」とも形容される独創的な形状となっている。「富士ヒノキ」を繊細に組み上げた壁面を
持つ逆円錐形の施設の姿が、施設前面の水盤に富士山の形で映り込む。施設内の展示などを通じて富士
登山を感じ、本物の富士山に出会い、世界遺産「富士山」について学ぶとともに、「富士山」を満喫する体験
を提供し、世界遺産富士山の魅力や価値を発信する施設となります。

静岡県富士山世界遺産センター

５階部分の床にも富士山がくっきり映されます富士宮市宮町地内 富士山疑似登山が体験できます

工事名称 静岡県富士山世界遺産センター工事
工事場所 富士宮市宮町地内
発 注 者 静岡県知事　川勝平太
工　　期 平成２８年３月～平成２９年１１月
設 計 者 坂茂建築設計

施 工 者 建築主体工事　佐藤・若杉特定JV
 電気設備工事　住友・三和特定JV
 機械設備工事　須賀・遠藤特定JV
延床面積 鉄骨５階建て　3,410㎡
主な施設 常設・企画展示室、シアター、ライブラリー他

工
事
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要
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れ
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神
社
を
訪
れ
る3

二代目山内忠義公奉納の
「蘇鉄」と「土佐の石」
二代目山内忠義公奉納の
「蘇鉄」と「土佐の石」

龍
尾
神
社
御
祭
神

龍
尾
神
社
御
祭
神

素
盞
嗚
尊 

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

櫛
稲
田
姫
尊 

（
く
し
い
な
だ
ひ
め
の
み
こ
と
）

八
柱
御
子
神 

（
や
は
し
ら
み
こ
か
み
）

御
末
社

御
末
社

大
己
貴
尊（
疱
瘡
神
社
）

倉
稲
魂
尊（
稲
荷
神
社
）

御
由
緒

御
由
緒

龍
尾
神
社
は
掛
川
城
の
北
東
に
位
置
す
る
古
社
で
、古

く
は
「
龍
尾
山
牛
頭
天
王
」と
称
し
て
お
り
ま
し
た
。
掛

川
城
の
築
か
れ
た
峰
か
ら
連
な
る
山
脈
を
、こ
の
地
を
守

護
す
る
龍
に
な
ぞ
ら
え
、龍
頭
山・龍
胴
山・龍
尾
山
と
名
づ

け
、
鬼
門
に
あ
た
る
龍
の
尾
の
山
に
当
社
は
鎮
座
し
て
お

り
ま
す
。
龍
尾
山
は
城
の
攻
守
の
要
で
あ
り
、か
の
天
王

山
の
戦
で
は
、
徳
川
家
康
公
が
本
陣
を
お
い
た
場
所
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
創
祀
に
関
し
ま
し
て
は
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
延
喜
式
内
社
の
真
草
神
社
が
当
社
で
あ
る
と
の
説

も
あ
り
、神
宝
で
あ
る「
真
草
」の
社
額
が
そ
の
関
係
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。鎌
倉
時
代
の
書
物
に
、「
み
な
人
も 

深
き

願
ひ
を 

掛
川
の 

龍
の
尾
山
の 

神
の
み
ず
が
き
」と
龍
尾
神

社
を
詠
ん
だ
和
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
す
で
に

現
在
の
地
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

ま
た
掛
川
城
の
築
城
に
際
し
て
、
旧
城
域
に
祀
ら
れ
た

古
い
社
を
当
社
に
遷
宮
合
祀
し
、
以
来
掛
川
城
の
守
護
神

と
し
て
、歴
代
城
主
の
み
な
ら
ず
、掛
川
藩
の
民
や
東
海
道

を
往
来
す
る
旅
人
の
信
仰
を
あ
つ
め
ま
し
た
。
尚
、現
在
の

御
本
殿
は
江
戸
時
代
中
期
の
掛
川
城
主
、小
笠
原
山
城
守

の
御
造
営
に
よ
る
も
の
で
す
。そ
の
他
境
内
に
は
、城
主
太

田
備
中
守
奉
納
の
石
灯
籠
や
、
獅
子
頭
、
木
製
瓶
子
な
ど

歴
史
的
に
も
貴
重
な
品
々
が
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

山
内
一
豊
公
と
の
関
係

山
内
一
豊
公
と
の
関
係

山
内
一
豊
公
が
遠
州
掛
川
に

封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
土
佐
国
に
入

る
ま
で
の
十
年
間
、こ
の
地
は

大
い
に
発
展
い
た
し
ま
し
た
。寺

社
を
大
切
に
し
た
一
豊
公
の
掛

川
城
守
護
神
、
龍
尾
神
社
へ
の

崇
敬
は
特
に
篤
く
、掛
川
で
お

生
ま
れ
に
な
り
、
後
に
二
代
目

と
な
る
嫡
子
忠
義
公
の
氏
神
と
な
さ
い
ま
し
た
。

土
佐
国
に
国
替
え
さ
れ
た
後
の
寛
永
年
間
、一
豊
公
の

志
を
継
ぐ
忠
義
公
は
使
者
占
部
兼
里
を
掛
川
に
遣
わ

し
、
当
社
の
御
分
神
を
高
知
城
下
に
勧
請
、「
掛
川
神

社
」と
号
し
て
大
切
に
祀
り
ま
し
た
。
そ
の
折
、
山
内
忠

義
公
よ
り
奉
納
さ
れ
た
「
蘇
鉄
」と「
土
佐
の
石
」
は
社

殿
脇
に
現
存
し
、山
内
家
と
の
縁
を
今
日
に
伝
え
ま
す
。

第
三
回
は
、掛
川
市
下
西
郷
に
あ
る「
龍
尾
神
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

徳
川
家
康
や
大
河
ド
ラ
マ『
功
名
が
辻
』山
内
一
豊
ゆ
か
り
の
社
。

掛
川
城
の
守
護
神
と
し
て
古
く
か
ら
崇
敬
さ
れ
、特
に
、女
性
に
幸

運
、男
性
に
出
世
運
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

龍
尾
神
社
の
花
庭
園

龍
尾
神
社
の
花
庭
園

神
社
隣
接
の
庭
園
に
咲
き
誇
る

約
三
〇
〇
本
の「
し
だ
れ
梅
」。

か
つ
て
婦
人
は
お
気
に
入
り
の

着
物
を
身
に
ま
と
い
、
そ
の
香
が

衣
に
う
つ
る
よ
う
に
、ゆ
っ
た
り
と

梅
の
花
見
を
楽
し
ん
だ
と
云
わ
れ

ま
す
。

※

本
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
し
て
お
り
ま
す

し
だ
れ
梅

二
月
上
旬
か
ら
三
月
中
旬
　
入
場
料
六
百
円

夏
の
盛
り
に
も
涼
し
げ
な
藍
色

で
参
拝
者
を
出
迎
え
る
紫
陽
花
。

龍
尾
神
社
花
庭
園
で
は
、和
種

を
中
心
に
色
と
り
ど
り
の
紫
陽
花

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

紫
陽
花

六
月
上
旬
か
ら
七
月
上
旬
　
入
場
料
五
百
円

た　つ おた　つ お
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協
会
活
動
報
告

平成30年11月～
平成31年2月

12
／
3（
月
） 第
7
回
理
事
会

●
全
建
表
彰
及
び
県
協
会
長
賞
表
彰
候
補
者
推
薦

●「
新
年
の
つ
ど
い
」開
催
計
画

●
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
生
の
現
場
見
学
会
の
実
施

●
70
周
年
記
念
誌
発
刊
事
業
の
進
捗
状
況　

●
自
動
販
売
機
の
赤
い
羽
根
募
金
対
応
へ
の
切
り
替
え

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

2
／
14（
木
） 第
9
回
理
事
会

●
平
成
31
年
度　
予
算
編
成
方
針

●
平
成
31
年
度　
収
支
予
算

●
平
成
31
年
度　
会
員
研
修
行
程

●
平
成
31
年
度　
建
産
連
会
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

1
／
16（
水
） 第
8
回
理
事
会

●
平
成
31
年
度　
予
算
編
成
方
針

●
平
成
31
年
度　
定
時
総
会
等
開
催
日

●
70
周
年
記
念
誌
発
刊
事
業
の
進
捗
状
況　

●
平
成
31
年　
安
全
祈
願
祭
開
催
計
画　
ほ
か

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

11
／
7（
水
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策
現
地
確
認
調
査

　
（
掛
川
市
寺
島
地
内
）

11
／
28（
水
）

　
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
出
席

　
（
浜
松
総
合
庁
舎
1
階
大
会
議
室
）

11
／
29（
木
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
策
定
打
合

　
せ
会

　
（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員
出
席
）

12
／
13（
木
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
策
定
打
合

　
せ
会

　
（
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
職
員
出
席
）

12
／
14（
金
）

　
西
部
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
連
携
会
議
出
席

　
（
中
遠
総
合
庁
舎
東
館
１
階
会
議
室
）

12
／
20（
木
）

　
第
２
回
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
策

　
定
会
議

　
　
関
係
会
員
の
役
割
分
担
等

　
　
【
協
会
出
席
者
21
名・西
部
家
保
4
名
】

1
／
17（
木
）

　
地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
９（
大
規
模
図
上

　
訓
練
）参
加（
西
部
方
面
本
部
会
場・中
遠
総
合
庁
舎
）

■
技
術
委
員
会「
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会
」

10
／
19（
金
） 

第
5
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
平
成
31
年
度
視
察
研
修
計
画
検
討

12
／
7（
金
）〜
8（
土
）

　
視
察
研
修【
参
加
者
5
名
】

　
　
小
松
大
阪
工
場
視
察「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
視
察
」

　
　
（
大
阪
府
枚
方
市
ほ
か
）

2
／
15（
金
） 

第
6
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
　
平
成
31
年
度
事
業
計
画
検
討

■
正
副
会
長
会
議

11
／
13（
火
）

　
各
地
区
組
合
と
袋
井
土
木
と
の
災
害
支
援
協
定
締
結

　
に
係
る
意
見
交
換・情
報
共
有

１1
／
20（
火
）

　
各
地
区
組
合
と
袋
井
土
木
と
の
災
害
支
援
協
定
締
結

　
に
関
す
る
要
望

１２
／
3（
月
） 

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

12
／
12（
水
） 

　
平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針
検
討

１
／
16（
水
） 

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

2
／
14（
木
） 

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

■
総
務
委
員
会（
労
務
委
員
会
）

11
／
6（
火
）

　
静
岡
理
工
科
大
学
交
流
会【
参
加
者
14
名
】

1
／
9（
水
）

　
「
新
年
の
つ
ど
い
」【
会
員
50
名　
来
賓
5
名
】

1
／
29（
火
）

　
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
生
徒
現
場
見
学
会

　
【
参
加
生
徒
19
名
】

　
橋
梁
補
強
工
事（
袋
井
市
土
橋
地
内
）

　
橋
台
工
工
事　
（
掛
川
市
下
垂
木
地
先
）

理
事
会

委
員
会
等
報
告

安
否
コ
ー
ル
テ
ス
ト
配
信
（
実
施
日
・
返
信
率
）

11
／
15（
木
）　
7
3
．4
％

12
／
20（
木
）　
7
9
．7
％

1
／
17（
木
）　
7
3
．8
％

2
／
21（
木
）　
7
4
．7
％

災
害
時
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

　
　「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用

■
技
術
委
員
会「
土
木
部
会
」

11
／
14（
水
）

　

平
成
30
年
度
袋
井
土
木
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所

　
と
の
意
見
交
換
会
開
催

■
広
報
委
員
会

「
広
報
誌
つ
ち
お
と
」関
係

11
／
20（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
144
号
」の
校
正

12
／
1（
土
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
144
号
」の
発
行　

12
／
13（
木
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
145
号
」の
編
集
計
画

1
／
22（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
145
号
」の
編
集
会
議 

2
／
20（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
145
号
」の
編
集  

12
／
7（
金
）・11（
火
）・14（
金
）・18（
火
）

　
「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
講
習
会
」開
催【
受
講
者
100
名
】

2
／
27（
水
）

　
「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
講
習
会
」開
催【
受
講
者
77
名
】

　
技
能
講
習
講
師
団
打
合
せ
会

　
　
30
年
度
事
業
報
告・31
年
度
事
業
計
画

2
／
14（
木
）

　
平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針
等

1
／
30（
水
）

　
第
２
回
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

　
【
協
会
参
加
者
12
名・国
参
加
者
7
名
】

2
／
5（
火
）

　
監
理
技
術
者
講
習【
受
講
者
25
名
】

■
安
全
委
員
会

11
／
9（
金
）

第
5
回
安
全
委
員
会

　
年
末
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
計
画
検
討

12
／
3（
月
）

リ
ー
ダ
ー
会
議
開
催

　
年
末
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
最
終
打
合
せ

12
／
5（
水
）

第
６
回
安
全
委
員
会

　
年
末
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
計
画
最
終
確
認

年
末
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　
管
内
全
地
区【
参
加
者
29
名
】

　
【
磐
田
労
基
署・
袋
井
土
木・中
遠
農
林・企
業
局・協
会

　
安
全
委
員
】

2
／
8（
金
）

　
第
４
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会

　
　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
策
定
報
告

2
／
26（
火
）

　
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
訓
練
参
加

　
（
午
前
）情
報
伝
達
訓
練
参
加　
袋
井
土
木
事
務
所
ほ
か

　
（
午
後
）実
動
訓
練
参
観【
参
観
者
5
名
】

　
（
湖
西
市
新
居
町
向
島
地
内
）

1
／
17（
木
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
策
定
打
合

　
せ
会（
レ
ン
タ
ル
会
社
3
社
、西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
職
員
出
席
）

1
／
28（
月
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
説
明
会

　
（
関
係
会
員
、西
部
家
保・
中
遠
農
林
職
員
出
席
）

橋梁補強工事（袋井市土橋地内)

袋井土木事務所中遠農林事務所

橋台工工事（掛川市下垂木地先)

「
70
周
年
記
念
誌
」関
係

10
／
31（
水
） 

広
報
委
員
長
、編
集
委
員
長
及
び
事
務
局  

 

等
に
よ
る
調
整
会
議

11
／
26（
月
） 

広
報
委
員
長
、編
集
委
員
長
及
び
事
務
局  

 

等
に
よ
る
調
整
会
議

12
／
17（
月
） 

広
報
委
員
長
及
び
事
務
局
等
に
よ
る
調
整
会
議

1
／
22（
火
） 

最
終
校
正
及
び
発
行
部
数・配
布
先
等
最
終
確
認

2
月
吉
日 

70
周
年
記
念
誌
発
刊 （
3
0
0
部
）

聖
老
人

あ
な
た
の
足
元
の
大
地
か
ら

幾
す
じ
も
の
清
ら
か
な
水
が

沁
み
出
し
て
い
ま
し
た

そ
れ
は
あ
な
た
の
唯
一
の
現
さ
れ
た

心
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た

そ
の
水
を
両
手
で
す
く
い

わ
た
く
し
は
聖
な
る
も
の
と
し
て

飲
み
ま
し
た

わ
た
く
し
は
思
い
出
し
ま
し
た

法
句
経
　
九
十
八

村
落
に
お
い
て
も

ま
た
森
林
に
お
い
て
も

低
地
に
お
い
て
も

ま
た
平
地
に
お
い
て
も

拝
む
に
足
る
人
の
住
す
る
と
こ
ろ

そ
の
土
地
は
楽
し
い

森
林
は
楽
し
い

世
人
が
楽
し
ま
な
い
と
こ
ろ
で

貧
欲
を
離
れ
た
人
は
楽
し
む
で
あ
ろ
う

か
れ
は
欲
楽
を
求
め
な
い
か
ら
で
あ
る

森
林
は
楽
し
い

拝
む
に
足
る
人
の
す
る
と
こ
ろ

そ
の
土
地
は
楽
し
い

聖
老
人

あ
な
た
が
黙
し
て
語
ら
ぬ
故
に

わ
た
く
し
は

あ
な
た
の
森
に
住
む

罪
知
ら
ぬ
ひ
と
り
の
百
姓
に
な
って

鈴
振
り

あ
な
た
を
讃
え
る
歌
を
う
た
う

完

続
々 

あ
る
六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
私
は
屋
久
杉
の
前
に
い
た…

。

Part 3

<

一
九
七
八
年
十
一
月
発
行
月
刊
『Life Science

』（
生
命
科
学
振
興
会
）
に
発
表>  

山
尾
三
省
著
「
聖
老
人　
百
姓
・
詩
人
・
信
仰
者
と
し
て
」 （
プ
ラ
サ
ー
ド
書
店
発
行
）
よ
り



平成30年度官民合同パトロールを実施(H30.12～H31.2）

これいい～ねっ！ すぐ直そう！
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1
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つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

転落防止対策として、稼働手摺
が設置されていました。
また、安全ネットも張られており
二重の対策が施されていまし
た。

【安衛法530条】：立入禁止措置

使用していない重機は、指定置
場でしっかり区画されていまし
た。

敷き鉄板が移動し重なりあい、
躓き･転倒及び車輛破損等の危
険があります。緩衝材等を用い
て、移動防止及び構造物破損防
止の措置を講じましょう。

【公災防(土)第3章 第16の2及び24】：
作業場の出入口及び歩行者対策

喫煙所に消火設備がなく、周囲
に可燃物が置かれています。喫
煙場所は消火器等防火設備の
用意をし、区画が行える場所に
設置しましょう。

【労衛則第291条】：
火気使用場所の火災の防止

技能講習・特別教育その他安全関係講習会 会場：袋井建設業会館受講者募集！！

参加者集合写真 パトロール実施

■実施日　　平成30年12月 5日（水）
■実施箇所　管内10箇所
■参加者　　29名

■実施日　平成31年2月20日（水）
■実施箇所 掛川地区1箇所
■参加者 8名
　静岡県交通基盤部営繕工事課 2名
　建災防静岡県支部 1名
　建災防袋井分会 5名

開催日 ４月18日（木）

刈払機取扱い作業者に対する
安全衛生教育（6Ｈ）

開催日 4月23日（火）

熱中症予防
指導員研修（3.5Ｈ）

開催日 4月24日（水）

足場の組立て等の業務に係る
特別教育（６Ｈ）

開催日 5月10日（金）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【全コース】（６H）

開催日 5月15日（水） 開催日 5月21日（火） 開催日 5月22日（水） 開催日 5月23日（木）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【Cコース】（1.5H）

開催日 5月 29日（水）
　　　　～ 30日（木）

開催日 6月 4日（火）
　　　　～ 5日（水）

開催日 6月 11日（火）
　　　　～ 12日（水）

開催日 6月 18日（火）
　　　　～ 20日（木）

現場管理者
統括管理講習（７H）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【Aコース】（５H）

フルハーネス型安全帯使用作業
特別教育【Bコース】（４H）

職長・安全衛生責任者教育（14H） 
（リスクアセスメントを含む）

足場の組立て等作業主任者
技能講習（１３H）

型枠支保工の組立て等
作業主任者技能講習（１３H）

地山の掘削及び土止め支保工
作業主任者技能講習（１７H）

※申込用紙は4月1日（月）から協会窓口で受講希望者に配布します。但し、郵送希望の場合は、所定用紙(袋井建協HP掲載)により事務局に依頼のこと。

詳細は「袋井建設業協会HP」をご確認ください。URL http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp
お問い合せは　袋井建設業協会（建災防 袋井分会） TEL0538-42-4338/FAX0538-42-4330

【参考】建設業労働災害防止協会静岡県支部HP URL http://www.kensaibou-shizuoka.jp 

建災防袋井分会 20名
磐田労働基準監督署 4名
企業局西部事務所 1名
袋井土木事務所 2名
中遠農林事務所 ２名


